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ご両親の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご両親やご家族にとって｢早く大きくな～れ｣と
成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

今谷　　豪くん
        　 　　　 (ごう)

聡夫さん・佳子さん

５月６日生　青１区

田仁　優策くん
        　 　 (ゆうさく)

孝志さん・智香子さん

５月11日生　虻６区

前川　結南ちゃん
        　 　 (ゆな)

鉄男さん・真理さん

５月12日生　入４区

阿部　光莉ちゃん
        　 　 (ひかり)

哲也さん・めぐみさん

５月14日生　入１区

大沼　香音ちゃん
        　 　 (かのん)

勝彦さん・美香さん

５月16日生　虻３区

阿部　真偉琉くん
        　 　  (まいる)

巧さん・真由美さん

５月19日生 かっこう台区

田所　紋芽ちゃん
        　 　(あやめ)

潤一さん・美希さん

５月19日生　温８区

和泉　　樹くん
        　 　　　(いつき)

弘行さん・智美さん

５月21日生　入４区

小澤　秀太郎くん
        　　(しゅうたろう)

武史さん・美智子さん

５月21日生　洞仁会

菊池　珀空くん
        　　　(こはく)

隼人さん・有紀さん

５月23日生　虻４区

佐々木 康予ちゃん
        　　　(やすよ)

隆志さん・能子さん

５月27日生　虻４区

古内　鈴音ちゃん
        　　 (すずね)

俊裕さん・千春さん

５月28日生　洞第４

佐長 真美弥ちゃん
        　 (まみや)

稔さん・和香子さん

５月28日生　財田



　
　
月
29
日
、
北
海
道
火
山
防
災
サ

　
　
ミ
ッ
ト
２
０
０
６
in
い
ぶ
り
（
北

海
道
防
災
サ
ミ
ッ
ト
胆
振
地
方
委
員

会
主
催
）
の
一
環
と
し
て
、
洞
爺
湖

文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
、
「
有

珠
山
こ
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か

れ
、
植
樹
や
泥
流
の
実
験
、
高
校
生

の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
午
前
の
部
で
は
、
遊
砂
地
見
学
と

植
樹
が
行
わ
れ
、
小
中
学
生
20
人
と

保
護
者
な
ど
合
わ
せ
て
約
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
植
樹
は
、
噴
火
遺
構
の
町
営
浴
場

「
や
す
ら
ぎ
の
家
」
の
近
く
の
遊
砂

地
に
、
砂
利
を
敷
詰
め
た
直
径
３
ｍ

ほ
ど
の
円
を
10
個
作
り
、
そ
の
砂
利

の
中
に
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ト
チ
ノ

キ
の
苗
木
１
０
０
本
を
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
植
樹
す
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な

方
法
。
こ
の
苗
木
は
、
温
泉
小
の
児

童
が
種
か
ら
育
て
た
も
の
で
、
児
童

た
ち
は
緑
の
再
生
を
願
い
な
が
ら
丁

寧
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
２
０
０
０
年
の
噴

火
を
振
返
る
「
高
校
生
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
」
が
、
岡
田
教
授
（
北
大
大
学

院
）
の
司
会
で
、
地
元
高
校
生
６
人

を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
討
論
で
は
、
「
食
事
の
量
が
少
な

く
て
、
お
な
か
が
い
つ
も
空
い
て
い

た
」
「
大
勢
の
中
で
暮
ら
す
の
は
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
」
な
ど
避
難

所
暮
ら
し
で
の
率
直
な
体
験
が
語
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

「
前
兆
が
始
ま
っ
た
ら
早
め
に
避
難

す
べ
き
だ
」
「
災
害
に
そ
な
え
て
日

常
か
ら
準
備
を
怠
ら
な
い
」
な
ど
様
々

な
教
訓
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
28
日
豊
浦
町
の
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
と
わ
に
ー
で
「
復
活
！

は
ま
な
す
隊
」
が
開
催
さ
れ
、
当
時

の
隊
員
４
人
が
参
加
し
、
避
難
所
で

の
活
動
や
そ
の
体
験
を
参
加
者
に
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
交
流
の
あ
っ
た

住
民
と
再
会
し
、
懐
か
し
そ
う
に
避

難
当
時
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
、
８
月
１
日
の
両
日
は

苫
小
牧
市
民
会
館
で
基
調
講
演
や
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
企

画
が
展
開
さ
れ
、
最
後
に
自
治
体
首

長
に
よ
る
火
山
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
な

さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　
月
28
日
次
期
噴
火
に
備
え
る
た

　
　
め
、
有
珠
火
山
防
災
会
議
協
議

会（
会
長
・
菊
谷
秀
吉
伊
達
市
長
）は
、

豊
浦
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
と
わ
に

ー
」で
、
新
た
に
豊
浦
町
を
加
え
た
防

災
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
噴
火
で
は
、
豊
浦
町

が
約
５
、
０
０
０
人
の
避
難
住
民
を

受
け
入
れ
る
な
ど
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
の

中
で
、
防
災
体
制
を
よ
り
強
固
に
す

る
た
め
に
、
広
域
で
の
防
災
の
取
組

み
が
必
要
と
さ
れ
、
西
胆
振
全
体
で

の
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
西
胆
振
の
４
市
長
の
首

長
が
出
席
。
協
定
書
に
調
印
し
、
固

い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

豊
浦
町
が
新
た
に
有
珠
火
山

防
災
会
議
協
議
会
に
加
入

有
珠
山
こ
ど
も

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

固い握手を交す首長達固い握手を交す首長達 体験を語る高校生体験を語る高校生

緑の回復を願い植樹する子供達緑の回復を願い植樹する子供達



ゆかた美人コンテスト
優勝は早坂さとみさん(中央)。準優勝は森田あゆみさん(右)と赤城恵理子さん
ゆかた美人コンテスト
優勝は早坂さとみさん(中央)。準優勝は森田あゆみさん(右)と赤城恵理子さん

熱唱するサンプラザ中野さん熱唱するサンプラザ中野さん軽やかな演奏の洞爺中吹奏楽部軽やかな演奏の洞爺中吹奏楽部
ＩＣＥガマン大会
足がしびれても賞金のためにフンバル参加者
ＩＣＥガマン大会
足がしびれても賞金のためにフンバル参加者

夏まつりのスタートを決める花火の点火夏まつりのスタートを決める花火の点火

ポーズもきまったよさこい踊りポーズもきまったよさこい踊り 鳴子片手に楽しげに踊る幼児鳴子片手に楽しげに踊る幼児 オープニングを飾った虻小児童の和太鼓オープニングを飾った虻小児童の和太鼓

洞爺湖温泉
夏まつり
洞爺湖温泉
夏まつり



パワー溢れる洞爺湖町踊る社中の皆さんパワー溢れる洞爺湖町踊る社中の皆さん

約２トンの太鼓台(ちょうさ)を引っ張る猛者達約２トンの太鼓台(ちょうさ)を引っ張る猛者達 聖徳太子祭　お化粧もきまったお稚児さん聖徳太子祭　お化粧もきまったお稚児さん

太鼓叩く姿もりりしく太鼓叩く姿もりりしく

しっかりとおひねりをもらい歩く子供達しっかりとおひねりをもらい歩く子供達 夜空に光輝く山車行列夜空に光輝く山車行列 太鼓台(ちょうさ)を担ぎ上げる太鼓台(ちょうさ)を担ぎ上げる

　北海道の短い夏を彩るのが夏祭り。洞爺湖温泉夏まつりは７月15日・
16日を本祭りとして開催。また洞爺夏まつりも７月29日開かれ、多く
の観衆を集め盛り上がりました。この二つの夏まつりを写真で振り返
って見ました。

洞爺夏まつり洞爺夏まつり



　
　
年
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

　
　
全
国
的
に
益
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
平
成
15
年
は
既
に
１
、
０
０
０

人
を
超
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
逃
げ

遅
れ
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
が
過
半
数
を
占

め
て
い
る
た
め
、
今
後
、
高
齢
化
の

進
展
と
と
も
に
、
さ
ら
に
増
加
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
の
低
減
を
図
る
目
的
で
、
平
成
16

年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全

国
一
律
す
べ
て
の
住
宅
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
な
ど
の
防
災
機
器
を
設

置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
西
胆
振
消
防
組

合
で
も
平
成
17
年
10
月
に
火
災
予
防

条
例
を
改
正
し
、
設
置
及
び
維
持
管

理
に
関
す
る
基
準
並
び
に
施
行
期
日

等
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　
　

 
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６
月
１

　
日
か
ら
の
施
行
と
し
、
こ
れ
以
降

　
に
新
築
工
事
に
着
手
す
る
住
宅
は
、

　
完
成
後
、
使
用
を
開
始
さ
れ
る
ま

　
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

 
既
存
住
宅
は
、
平
成
23
年
５
月
31

　
日
ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。

 
就
寝
中
に
お
け
る
火
災
の
早
期
発

　
見
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
寝
室
」
に
設
置
す
る
他
、
条
件
に

　
よ
っ
て
は
、
「
階
段
室
」
や
「
廊

　
下
」
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

 
寝
室
や
子
供
部
屋
な
ど
で
、
昼
間

　
は
居
間
と
し
て
使
用
し
て
い
て
も
、

　
夜
間
に
就
寝
に
使
う
場
合
は
必
要

　
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
で
発
生
す
る
煙
を
感
知
し
、

警
報
音
で
知
ら
せ
る
方
式
で
住
宅
用

防
災
警
報
器
と
、
住
宅
用
防
災
報
知

設
備
に
区
分
さ
れ
、
電
池
式
タ
イ
プ

と
電
源
式
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、

感
知
の
早
い
煙
式
の
機
器
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

施
行
期
日

設
置
場
所

機
器
種
類

住宅用
火災警報器の
設置が義務化
洞爺湖消防署予防課　 76-2119

■消防法改正■

　「消防署の方から来た」「今すぐにこの火災報知器を設置

しなければならない」「付けないと罰則がある」「火災になっ

た時火災保険が出ない」などと言って、家の中に入り込み、

法外な値段で売りつけるケースが全国で多発しています。

　消防職員や役場職員が各家庭を訪問し、住宅用火災報知

器等の直接販売をすることはありません。また消防署や町

が特定の業者に斡旋や販売の依頼をすることもありません。

　身分証明書の確認などをしっかり行い、訪問販売の被害

にあわないよう注意してください。

悪質な訪問販売に
注意を!!
悪質な訪問販売に
注意を!!

　アメリカでは、下図のように住宅用火災警報器等の設
置が義務化された結果、21年間で火災による死者数は約
半分にまで減っています。

　このような状況から、消防法が改正され、すべての住
宅に住宅用火災警報器等の設置が義務付けられることと
なり、火災予防条例でも設置・維持の基準が定められま
した。（平成17年10月1日公布）
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アメリカの場合

住宅火災における死者数（人）
住宅用火災警報器を設置している住宅(％)
出典：住宅防火対策推進協議会

設置率

94％

死者が

43％
減少



　
　
寝
に
使
用
す
る
部
屋
…
…
普
段

　
　
就
寝
に
使
わ
れ
る
部
屋
に
設
置

し
ま
す
。
子
供
部
屋
や
老
人
の
居
室

な
ど
も
、
就
寝
に
使
わ
れ
て
い
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
階
段
】
就
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の

上
部
に
設
置
し
ま
す
。（
屋
外
に
直
接

避
難
で
き
る
出
口
が
あ
る
階
を
除
き

ま
す
。
普
通
は
１
階
の
こ
と
で
す
。）

２
階
以
上
の
階
に
就
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
就
寝
室
の
階
の
階
段
に
設
置

し
ま
す
。
３
階
以
上
の
階
に
就
寝
室

が
あ
る
場
合
は
、
当
該
階
の
階
段
及

び
２
階
層
下
の
階
の
階
段
に
設
置
し

ま
す
。
就
寝
室
が
避
難
階
の
み
に
あ

り
、
か
つ
、
３
階
以
上
に
居
室
が
存

す
る
最
上
の
階
の
階
段
に
設
置
し
ま

す
。

【
廊
下
】
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を

設
置
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
階
で
、

床
面
積
７
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
居

室
が
５
以
上
存
す
る
階
の
廊
下
に
設

置
し
ま
す
。（
廊
下
が
存
在
し
な
い
場

合
は
階
段
）

　
　
ろ
い
ろ
な
製
品
が
市
販
さ
れ
て

　
　
い
ま
す
が
、
目
安
と
し
て
次
の

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
法

令
の
規
格
に
適
合
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
も
の
で
、
お
す
す
め
で
き
ま

す
。

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
市
販

さ
れ
て
い
て
、
比
較
的
手
に
入
れ
や

す
い
も
の
は
、
警
報
が
ピ
ー
ピ
ー
と

い
う
電
子
音
の
も
の
で
す
。
価
格
は

３
、
０
０
０
円
〜
８
、
０
０
０
円
。

　
ま
た
電
子
音
で
は
な
く
、
わ
か
り

や
す
く
「
火
事
で
す
。
火
事
で
す
。
」

と
い
う
音
声
で
警
報
を
出
し
て
く
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
耳
の
不
自
由
な
人
の
た

め
に
振
動
や
光
で
危
険
を
知
ら
た
り
、

照
明
器
具
と
一
緒
に
な
っ
た
も
の
な

ど
、
高
機
能
の
も
の
が
い
ろ
い
ろ
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
価
格
は
１
０
、
０

０
０
円
以
上
。

住
宅
の
ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば

い
い
の
で
す
か
？

製
品
の選

び
方

●１階建ての場合 ●２階建ての場合

　住宅用火災警報器等を設置する必要がなかった階で、床面積７平

方メートル以上の居室が５以上存する階の廊下に設置します。（廊下

が存在しない場合は階段）規格省令に適合することを日本消防検定

協会等の第三者機関が確認した住宅用火災警報器には、その旨の表

示がされていますので、購入の目安としてください。

居室 居室寝室

居室居室

居室

階段

寝室

居室寝室

居室 居室

階段 居室寝室

寝室居室

階段
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1F

1F

2F
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●寝室がない階の場合
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住宅用火災報知器

寝室は２階のみ

寝室は３階のみ

寝室は１階のみ
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1F

2F

3F
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寝室
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2F

3F
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居室

階段 寝室

1F

2F

3F

DN

居室 居室

廊下

居室

居室

リビング
ダイニング



　
　
月
25
日
、
富
良
野
市
で
開
か
れ

　
　
た
第
12
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
北
海
道

大
衆
音
楽
祭
大
衆
チ
ャ
イ
ル
ド
部
門

で
、
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
１
年
の
篠

原
卓
也
君
が
優
勝
し
、
９
月
東
京
の

厚
生
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
北
海
道

代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

「
う
た
が
大
好

き
」
と
い
う
、

卓
也
君
は
、
１

年
ぐ
ら
い
前
か

ら
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
篠
原
か
ず
子
さ
ん
か
ら
歌
の
手

ほ
ど
き
を
う
け
、
練
習
を
つ
ん
で
き

ま
し
た
。

　
全
国
大
会
に
向
け
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
指
導
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
月
13
日
、
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

　
　
で
、
昼
休
み
時
間
を
利
用
し
て

「
交
通
安
全
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、（
社
）日
本
自
動
車
連
盟

室
蘭
支
部
（
通
称
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
の
協
力

で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー

と
い
う
特
殊
な
車
両
に
乗
り
、
シ
ー

ト
ベ
ル
を
し
て
ぶ
つ
か
っ
た
時
の
衝

撃
力
を
体
験
す
る
も
の
で
、
学
校
で

こ
の
車
両
を
使
っ
て
体
験
教
室
が
行

わ
れ
る
の
は
、
胆
振
管
内
で
は
初
め

て
だ
そ
う
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
時
速
10
km
で
の
衝
撃
を
体
験
し

ま
し
た
。「
振
動
が
す
ご
い
」「
心
臓

が
と
び
出
る
か
と
思
っ
た
」
な
ど
そ

の
衝
撃
に
び
っ
く
り
し
た
よ
う
す
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
月
14
日
、
洞
爺
湖
町
体
育
協
会

　
　
の
設
立
総
会
が
、
役
場
防
災
研

修
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
旧
虻
田
町
と
旧
洞
爺
村
の
合
併

に
と
も
な
い
両
町
村
の
体
育
協
会
が

統
一
さ
れ
た
も
の
で
、
26
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
規
約
、
協
会
加
盟
団

体
規
定
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
規
定
が
決

定
さ
れ
、
活
動
方
針
と
し
て
、
洞
爺

湖
マ
ラ
ソ
ン
の
共
催
な
ど
の
他
、
同

体
育
協
会
誕
生
記
念
と
し
て
、
９
月

10
日
〜
10
月
９
日
の
間
で「
町
民
ス
ポ

ー
ツ
ま
つ
り
２
０
０
６（
仮
称
）」を
実

施
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
役
員
体
制
は
、
会
長
に
皆
川
一
男

さ
ん
、
副
会
長
に
森
和
雄
さ
ん
と
毛

利
納
さ
ん
、
幹
事
に
杉
西
俊
則
さ
ん

と
高
橋
利
典
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
月
８
日
、

　
　
中
学
校
体

育
連
盟
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
胆

振
４
地
区
大
会

が
白
老
町
で
開

催
さ
れ
、
個
人

戦
で
洞
爺
中
学

校
の
３
年
生
ペ

ア
が
ベ
ス
ト
４
に
勝
ち
残
り
、
全
道

大
会
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
全
道
へ
の
道
を
手
に
し
た
の
は
、

村
上
蘭
さ
ん
と
星
渚
紗
さ
ん
ペ
ア
。

　
二
人
は
２
年
生
に
な
っ
て
か
ら
ペ

ア
を
組
み
、
全
道
大
会
を
目
標
に
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
新
人
戦
は
２
回
戦
で
敗
退
し
た

の
で
、
そ
れ
を
上
回
る
３
回
戦
突
破

が
目
標
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

演歌熱唱!!　温小１年篠原君
大衆音楽祭で優勝

強い衝撃を体験　
シートベルトの大切さ学ぶ

旧虻田町と旧洞爺村の
体育協会が合併

洞爺中３年村上さん、星さんペア　
ソフトテニスで全道へ

優勝した篠原卓也君優勝した篠原卓也君全道大会に出場する星さん（右）と村上さん全道大会に出場する星さん（右）と村上さん

あまりの衝撃に顔の表情もこわばる児童達あまりの衝撃に顔の表情もこわばる児童達洞爺湖町体育協会設立総会洞爺湖町体育協会設立総会



　
　
食
の
大
切
さ
を
親
子
で
学
ん
で

　
　
も
ら
お
う
と
、
洞
爺
湖
町
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会（
三
浦
敦
子
代

表
）が
主
催
し
て「
親
子
料
理
教
室
」が

７
月
22
日
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ

や
か
で
開
か
れ
、
親
子
20
人
が
朝
食

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
パ
ン
ジ
ー
」
の
み
な
さ

ん
の
指
導
の
下
、
「
お
に
ぎ
り
」
「
オ

ム
レ
ツ
」
「
み
そ
汁
」
「
フ
ル
ー
ツ

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
４
品
の
料
理
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ぎ
こ
ち
な
い
手
付
き
な
が
ら
、
子

ど
も
達
は
、
何
と
か
料
理
を
完
成
し
、

最
後
に
、
ち
ょ
っ
と
変
っ
た
形
の
お

に
ぎ
り
な
ど
自
分
た
ち
で
作
っ
た
料

理
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
　

　
　
業
振
興
と
技
術
の
向
上
を
目
的

　
　
に
、
農
業
技
術
研
修
会
（
主
催

洞
爺
湖
町
・
と
う
や
湖
ク
リ
ー
ン
農

業
協
議
会
・
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
）
が
、

７
月
25
日
町
の
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

ア
グ
リ
館
と
れ
た
で
約
60
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
講
師
の
 
Ａ
Ｍ
Ｌ
農

業
経
営
研
究
所
取
締
役
社
長
の
武
田

健
氏
が
、
土
作
り
と
作
物
の
収
量
の

関
係
を
数
値
を
示
し
て
説
明
。
収
量

ア
ッ
プ
に
は
土
作
り
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
を
強
調
し
、
面
白
み
の
あ
る
農

業
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
講
師
の
具
体
的
な
話
に
、
多
く
の

参
加
者
は
ひ
と
つ
一
つ
う
な
づ
き
な

が
ら
、
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
28
日
、「
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ

　
　
い
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ツ
ア
ー
」

で
、
三
豊
市
財
田
町
の
小
学
生
39
人

が
洞
爺
湖
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
旧
洞
爺
村
と
姉

妹
町
村
を
結
ん
で
い
た
旧
財
田
町（
現

在
合
併
し
て
三
豊
市
）と
で
、
毎
年
小

学
生
交
流
を
続
け
て
き
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の

３
泊
４
日
の
日
程
で
滞
在
し
、
そ
の

間
地
元
子
ど
も
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

カ
ヌ
ー
や
、
遊
覧
船
に
乗
っ
た
り
、

西
山
火
口
を
散
策
し
た
り
と
多
く

の
体
験
を
通
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
　
月
24
日
、
洞
爺
湖
町
洞
爺
地
区

　
　
戦
没
者
追
悼
式
が
、
遺
族
や
関

係
者
な
ど
約
50
人
が
参
列
し
、
忠
魂

碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
崎
良
夫
町
長
が
「
戦

没
者
の
皆
さ
ん
が
永
遠
に
安
ら
か
に

鎮
ま
り
、
我
が
ふ
る
さ
と
洞
爺
湖
町

に
ご
加
護
を
賜
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
遺
族
を
代
表
し
て
鈴
木
孝

洞
爺
湖
町
遺
族
会
洞
爺
地
区
代
表
が

「
再
び
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
返
さ
な

い
決
意
を
新
た
に
し
、
明
る
い
郷
土

を
築
い
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
い
た

し
ま
す
」と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
が
菊
の
花
を
忠
魂
碑

に
さ
さ
げ
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

土作りから収量アップを
　面白みのある農業をめざして

「ふるさと・ふれあい・フレンドリーツアー」
財田町小学生来町

永久の平和を誓い　
洞爺地区戦没者追悼式

親子で朝食の大切さ学ぶ
　朝食４品にチャレンジ

仲良く調理する親子仲良く調理する親子菊の花をささげる遺族菊の花をささげる遺族

真剣に講演を聞く参加者真剣に講演を聞く参加者いも掘り体験を楽しむいも掘り体験を楽しむ



　
　
年
か
ら
社
会
人
野
球
に
参
戦
し

　
　
た
幸
清
会
野
球
部
が
、
栗
山
町

で
開
催
さ
れ
た
第
31
回
全
日
本
ク
ラ

ブ
選
手
権
道
予
選
大
会
（
７
月
15
日

〜
17
日
）
で
準
優
勝
し
、
８
月
の
東

日
本
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
の
道
代
表
と
な

っ
た
こ
と
の
報
告
の
た
め
、
７
月
25

日
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
、
金
児
満
憲
監
督
、

泉
浩
運
部
長
、
橋
本
晃
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
３
人
。

　
幸
清
会
は
、
社
会
人
野
球
１
年
目

で
、
金
児
監
督
は
当
初
「
硬
式
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
公
式
戦
１
勝

を
目
標
に
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
、

早
く
も
４
勝
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
決
勝
戦
も
延
長
11
回
で
敗

れ
る
惜
し
い
試
合
で
、
４
試
合
投
げ

抜
い
た
赤
谷
寛
樹
投
手
に
は
敢
闘
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
金
児
監
督
は
「
全
国
大
会
で
は
、

北
海
道
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く

な
い
試
合
を
し
て
き
た
い
」と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
日
本
少
年
軟
式
野
球
西
胆
振
大

　
　
会
で
優
勝
し
た
洞
爺
中
学
校
野

球
部
が
、
７
月
７
日
役
場
を
表
敬
訪

問
し
、
全
道
大
会
へ
の
出
場
報
告
を

長
崎
良
夫
町
長
に
行
い
ま
し
た
。

　
来
春
か
ら
洞
爺
湖
温
泉
中
野
球
部

と
の
合
同
チ
ー
ム
と
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
洞
爺
中
と
し
て
今
年

が
最
後
と
な
る
だ
け
に
部
員
も
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

　
全
道
大
会
で
は
、
温
中
か
ら
４
人

を
補
強
し
、
洞
爺
湖
町
野
球
ク
ラ
ブ

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
丸
田
賢
生
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
中

体
連
で
は
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る

の
で
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
（
全
国
大

会
）
め
ざ
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
長
崎
町
長

も
「
元
気
に
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
全
道
大
会
で
の
結
果
は
３
対
２
の

接
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
。

　
　
年
野
球
チ
ー
ム
虻
田
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
オ
ー
シ
ャ
ン
が
、
西
胆
振
少
年

野
球
連
盟
第
26
回
高
円
宮
腸
杯
学
童

西
胆
振
大
会
で
優
勝
し
、
全
道
大
会

出
場
の
報
告
の
た
め
に
７
月
５
日
役

場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
準
決
勝
で
連
敗
を
強

い
ら
れ
て
き
た
洞
爺
湖
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
を
３
対
２
で
退
け
、
決
勝
は
豊
浦

シ
ー
ガ
ル
ス
を
７
対
２
で
く
だ
し
て

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
長
崎
町
長
は
「
体
に
気
を
つ
け
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
全
道
大
会

で
は
良
い
成
績
を
残
し
て
く
だ
さ
い
」

と
選
手
た
ち
を
激
励
。

　
こ
れ
に
応
え
て
キ
ャ
プ
テ
ン
の
菅

原
優
斗
君（
虻
小
６
年
）は「
悔
い
の
な

い
よ
う
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

ま
ず
は
１
回
戦
突
破
を
め
ざ
し
ま
す
」

と
力
強
く
抱
負
を
の
べ
ま
し
た
。

　
な
お
７
月
15
日
、
16
日
苫
小
牧
市

で
開
か
れ
た
南
北
海
道
大
会
で
は
、

目
標
の
１
回
戦
は
突
破
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
２
回
戦
で
敗
退
し

ま
し
た
。

　
　
月
８
日（
土
）・
16
日（
日
）の
日
程

　
　
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
キ
メ
ラ

カ
ッ
プ
西
胆
振
少
年
野
球
大
会
で
、

洞
爺
湖
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
優
勝
を
と

と
げ
ま
し
た
。

　
道
大
会
に
は
、
胆
振
管
内
か
ら
23

の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
同
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
初
戦
の
本

輪
西
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
に
５
対
１
で
完
勝
。

　
そ
の
後
も
順
調
に
勝
進
み
、
決
勝

は
富
岸
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
対
戦
し
、

３
対
２
で
勝
利
を
納
め
ま
し
た
。

町内野球チーム
大活躍！
町内野球チーム
大活躍！

幸
清
会
野
球
部
ク
ラ
ブ

選
手
権
準
優
勝

全
国
大
会
へ

洞
爺
中
野
球
部

軟
式
野
球

西
胆
振
大
会
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
シ
ャ
ン

学
童
西
胆
振
大
会
で

優
勝

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

キ
メ
ラ
カ
ッ
プ
で

優
勝

表敬訪問する泉部長(左)と金児監督表敬訪問する泉部長(左)と金児監督

役場を訪れた洞爺中野球部役場を訪れた洞爺中野球部

長崎町長を前に決意を表明するジュニアオーシャン長崎町長を前に決意を表明するジュニアオーシャン

優勝した洞爺湖ファイターズ優勝した洞爺湖ファイターズ



　
　
洞
爺
村
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

　
　
て
滞
在
し
て
い
た
ラ
イ
ア
ン
さ

ん
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
さ
ん
が
本
国
の
イ

ギ
リ
ス
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
７
月

20
日
「
感
謝
と
送
別
の
会
」
が
国
際

交
流
協
会
の
主
催
で
、
約
50
名
が
出

席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
五
十
嵐
優
子
会
長
か
ら「
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
達
も
彼
ら
の
文

化
や
歴
史
を
学
び
大
英
帝
国
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
二

人
へ
の
感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
か
ら
は
「
ほ

ん
と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
は
今
ま
で
で
一
番
す
ば

ら
し
い
年
で
し
た
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
述
べ
ら
れ
、
引
き
続
い
て
ス
テ

ィ
ー
ブ
さ
ん
か
ら
は
「
洞
爺
は
素
晴

ら
し
い
ま
ち
で
す
。
洞
爺
に
き
て
日

本
に
一
層
興
味
を
も
ち
ま
し
た
」と
お

礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
人
に
は
、
町
か
ら
下
駄
、
教
育

委
員
会
か
ら
は
浴
衣
、
国
際
協
会
か

ら
帯
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
早
速
浴
衣
に

袖
を
と
お
し
、
皆
に
お
披
露
目
を
し

ま
し
た
。

　
ま
た
二
人
の
１
年
間
の
活
動
が
ス

ピ
ー
チ
や
写
真
、
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
思
い
出
に
ふ

け
っ
て
い
ま
し
た
。

　洞爺湖温泉中学校では、総合学習の一環として地域を

題材に、各自テーマを決め研究することを決めました。

その手始めにまず自分たちの周りを知ろうと、７月７日

全校生徒64人が参加して、地域の清掃活動を行いまし

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　清掃作業は、全校生

　　　　　　　　　　　　　　　徒が湖畔通り、西山火口、

　　　　　　　　　　　　　　　温泉街の三つに別れて、

　　　　　　　　　　　　　　　１時間30分ほど行いま

　　　　　　　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　　　　　　　　　また、７月18日の海の

　　　　　　　　　　　　　　　日には、虻田中学校の女

　　　　　　　　　　　　　　　子バレーボール、サッ

カー部、野球部の部員達約

50人が砂浜の清掃を行い、

空き缶やペットボトルなど

のゴミを回収し、汗を流し

ていました。

　清掃活動を通して、自然

環境保全の心が養われてく

れることでしょう。

清掃活動で社会貢献

　虻田高校では、第45回虻校祭が７月14日・15日の両日、

改革元年をテーマにして開催されました。

　恒例の各クラス山車(だし)や仮装が披露され、沿道の

観衆も高校生の元気なパフォーマンスに大きな拍手を送

っていました。

　また洞爺高校でも、

７月22日・23日に第53

回洞高祭が開かれ、伝

統行事の一つであるコ

スチュームショーには、

　　　　　　　　　　　　　　多くの人が詰め掛け、と

　　　　　　　　　　　　　　くにカクテルドレスやウ

　　　　　　　　　　　　　　ェディングドレスが登場

　　　　　　　　　　　　　　すると拍手が一層大きく

　　　　　　　　　　　　　 　なっていました。

　　

学校祭で盛り上がる

プレゼントされた浴衣を披露プレゼントされた浴衣を披露

和太鼓で返礼するスティーブさん和太鼓で返礼するスティーブさん

湖畔の清掃をする温泉中のみなさん湖畔の清掃をする温泉中のみなさん

砂浜の清掃をする虻中のみなさん砂浜の清掃をする虻中のみなさん

虻田高校恒例のパフォーマンス虻田高校恒例のパフォーマンス

洞爺高校伝統行事コスチュームショー洞爺高校伝統行事コスチュームショー



　
　
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、

　
　
大
人
が
い
な
い
時
や
人
目
に
つ

き
に
く
い
場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
た
め
発
見
が
遅
れ
て
初

期
消
火
が
困
難
に
な
り
火
災
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
火
遊
び
に
よ
る
出
火
件
数
を
発
火

源
別
に
見
る
と
、
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る

も
の
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
マ
ッ
チ
、

花
火
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
親
や
周
囲
の
人
々
が

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
、
子
供

に
火
の
恐
ろ
し
さ
や
防
火
の
知
識
を

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

 
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、
子

供
の
目
に
付
く
と
こ
ろ
・
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
置
か
な
い
！（
子
供
の
火
遊

び
を
防
ぐ
最
良
の
方
法
で
す
）

 
子
供
だ
け
で
火
を
取
り
扱
わ
せ
な

い
！（
花
火
や
た
き
火
を
す
る
と
き
は

必
ず
大
人
が
立
会
い
ま
し
ょ
う
）

 
子
供
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い
！

（
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
時
は
、
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
る
な
ど
細
心
の
注

意
を
）

 
火
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け

た
ら
注
意
す
る
！

 
火
の
恐
ろ
し
さ
・
取
り
扱
い
に
つ

い
て
教
え
る
！

　
も
し
火
災
が
起
こ
っ
た
ら
、
真
っ

先
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
子
供

た
ち
で
す
。
子
供
の
火
遊
び
で
「
ま

さ
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
日
頃
か
ら
子
供
た
ち
に
火

災
の
怖
さ
と
火
災
予
防
の
大
切
さ
を

教
え
、
理
解
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
　
爺
湖
消
防
署
は
、
６
月
29
日
甲

　
　
種
防
火
管
理
者
再
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
は
、
平
成
15
年
６
月
の

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
高
度
な
防
火

管
理
を
必
要
と
す
る
ホ
テ
ル
・
社
会

福
祉
施
設
な
ど
の
比
較
的
大
規
模
な

防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
に
対
し
、

５
年
ご
と
の
再
講
習
が
義
務
付
け
ら

れ
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
制
度

化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
西
胆
振
消
防
組
合
管
内
か
ら
47
名

の
受
講
者
が
出
席
し
、
３
時
間
と
い

う
短
い
講
習
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

真
剣
な
眼
差
し
で
講
習
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
　
爺
湖
町
防
火
協
会
（
白
井
裕
輔

　
　
会
長
）
の
防
火
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
５
月
８
日
洞
爺
桜
公
園
さ

く
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
事
業
所
間
の
連
携
を
深
め
る
目
的

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
両
会
合
わ

せ
て
15
名
の
参
加
が
あ
り
、
緑
に
包

ま
れ
た
山
並
み
と
眩
い
程
に
輝
く
洞

爺
湖
を
眺
め
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。

　
時
折
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
そ

う
に
な
る
ボ
ー
ル
に
歓
声
を
上
げ
る

な
ど
、
大
会
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

終
了
後
は
観
桜
会
も
開
催
さ
れ
、
さ

ら
に
会
員
間
の
交
流
が
深
ま
っ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止
」

洞爺湖消防署(　７６-２１１９)・温泉分署(　７３-１１１９)・洞爺支署(　８７-２１１９)・『火災・救急・救助１１９番』

子
供
の
火
遊
び
をな

く
そ
う

甲
種
防
火
管
理

再
講
習
会
を
開
催

防
火
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催

６
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
43
件

６
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
43
件

統
一
標
語
は
…

「
あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
」

集中して講習を受ける受講者集中して講習を受ける受講者



　
　
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金（
厚

　
　
生
年
金
な
ど
）を
受
け
ら
れ
る
75

歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

「
退
職
者
医
療
制
度
」で
医
療
を
受
け

ま
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
医
療
費

は
、
本
人
の
自
己
負
担
と
、
保
険
料

と
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
が
出
し

合
う『
拠
出
金
』で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

人
が
届
出
を
し
な
い
と
、
本
来
『
拠

出
金
』
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
医
療

費
を
国
保
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
『
国
保
の
退
職
者
』
に
な
っ
て
も

医
療
費
の
本
人
負
担
、
国
保
保
険
料

は
変
り
ま
せ
ん
が
保
険
証
の
色
が
変

り
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
方
は
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
以
下
の
要
件

の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
（
退
職

被
保
険
者
本
人
）
と
、
そ
の
被
扶
養

者
で
す
。

 
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
　

 
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て

　
い
な
い
方
　

 
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
等
を
受
給

　
し
て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20

　
年
以
上
の
方
、
ま
た
は
40
歳
以
降

　
の
加
入
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
方

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

 
年
金
証
書
　

　
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間（
加
入

　
月
数
）が
確
認
で
き
る
も
の

 
国
保
保
険
証

 
印
鑑

　
　
会
保
険
や
共
済
な
ど
を
脱
退
し

　
　
た
と
き
は
、
必
ず
14
日
以
内
に

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
す
る
資

格
が
で
き
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

 
健
保
の
離
脱
証
明
書

 
印
鑑

 
家
族
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合

　
は
国
保
保
険
証

　　
　
村
合
併
に
伴
い
７
月
末
か
ら
交

　
　
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
古
い

被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
９
月

30
日
に
な
っ
て
い
ま
す
が
８
月
１
日

か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
交
換
さ
れ
て
い
な
い
方
は

下
記
の
窓
口
で
至
急
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。

　
問
合
せ
　
洞
爺
湖
町
役
場
住
民
課

国
保
医
療
係
　
　
74-

３
０
０
２
（
直

通
）

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
六
月
定
例
会
よ
り

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
七
月
定
例
会
よ
り

寄
り
路
も
心
ま
か
せ
や
日
脚
の
び

　
　
　
　
　
会
っ
て
行
き
た
き
友
の
家
ま
で
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

咲
き
だ
し
た
れ
ん
げ
つ
つ
ぢ
の
鮮
や
か
さ

　
　
　
　
　
眺
め
る
至
福
に
元
気
わ
き
く
る
　
　
　
　
石
　
黒
　
ま
さ
子

庭
木
々
に
来
て
啼
く
小
鳥
の
い
つ
よ
り
か

　
　
　
　
　
そ
の
影
も
な
き
理
も
な
く
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

野
辺
に
咲
く
蒲
公
英
い
つ
し
か
綿
帽
子

　
　
　
　
　
旅
に
出
た
し
と
風
を
待
ち
を
り
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

花
び
ら
は
路
地
の
奥
ま
で
散
り
敷
き
て

　
　
　
　
　
桜
浄
土
を
思
は
す
し
ず
け
さ
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
テ
　
ツ

一
株
の
茗
荷
く
れ
に
し
昼
下
り

　
　
　
　
　
故
郷
の
背
戸
偲
び
植
え
な
む
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

い
つ
ま
で
も
寒
さ
続
き
し
こ
の
夏
は

　
　
　
　
　
氷
雨
ふ
る
ら
し
今
朝
も
火
を
焚
く
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

寺
庭
に
百
八
十
年
の
樹
齢
と
ぞ

　
　
　
　
　
石
割
桜
の
い
の
ち
か
が
や
く
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

歩
み
来
て
ふ
と
目
に
止
ま
り
し
紅
梅
の

　
　
　
　
　
花
の
色
香
の
清
ら
に
美
し
き
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

か
も
め
ら
は
真
白
き
腹
を
誇
り
つ
つ

　
　
　
　
　
凪
の
湾
上
悠
々
飛
び
交
ふ
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

　喉
仏
見
え
て
女
装
の
お
ど
り
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

隣
席
の
治
療
の
音
に
汗
に
ぎ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

水
底
に
初
夏
の
陽
届
く
小
川
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
木
　
秋
　
水

葉
桜
や
名
を
狛
犬
に
残
し
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

逝
き
て
よ
り
十
薬
抜
か
れ
し
ま
ひ
け
り
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

　
※
十
薬
　
ド
ク
ダ
ミ
草
の
こ
と

草
ロ
ー
ル
浮
か
せ
夏
野
を
特
急
車
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

木
洩
れ
陽
が
斑
象
ど
り
し
ペ
ッ
ト
碑
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

夏
足
袋
の
一
歩
一
日
の
始
ま
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

あ
ぢ
さ
い
の
雫
を
散
ら
す
花
鋏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
　
　
稔

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

退
職
者
医
療
制
度

他
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し

た
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を

被
保
険
者
証
の
交
換
は

お
す
み
で
す
か

旧虻田町の本町

地区・花和地区

の方

本庁住民課

旧虻田町洞爺湖

温泉地区・月浦

地区の方

洞爺湖温泉支所
総合支所町民生

活課

旧洞爺村地区の

方

こ
と
わ
り

は

み
な
そ
こ

こ
ま
い
ぬ

じ
ゅ
う
や
く

こ

も

ぶ
ち
か
たひ

と
ひ



　
　
れ
ま
で
の
広
報
で「
メ
タ
ボ
リ
ッ

　
　
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）」の
特
徴
や
診
断
基
準
、
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
運
動
方
法
を

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）」を
予
防
・
解
消
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は「
運
動
」と「
食

生
活
」で
す
。先
月
の「
運
動
」に
引
き

続
き
、今
月
は「
食
生
活
」に
注
目
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
　

　
　
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
食
生

　
　
活
で
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
は

「
過
食（
食
べ
す
ぎ
）」を
防
ぐ
こ
と
で

す
。
自
分
で
は
食
べ
す
ぎ
と
自
覚
が

な
く
て
も
、
若
い
頃
に
比
べ
て
体
重

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
現

在
の
自
分
の
体
が
必
要
と
し
て
い
る

以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
り
す
ぎ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

基
礎
代
謝
量
（
生
命
維
持
の
た
め
に

最
低
限
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
年

齢
と
と
も
に
減
っ
て
し
ま
い
、
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
て
い
る
と
余

剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生
し
、
結
果
内

臓
脂
肪
な
ど
が
増
え
る
原
因
に
な
っ

て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
…
「
若

い
時
と
食
べ
る
量
は
変
わ
っ
て
い
な

い
、
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
。

動
く
量
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
太

っ
て
き
た
…
」
と
思
い
当
た
る
よ
う

で
し
た
ら
、
食
事
量
の
見
直
し
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
を
し
ま
し

ょ
う
。
欠
食
は
次
の
食
事
で
食
べ
過

ぎ
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 
早
食
い
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
20
分

か
け
て
食
事
を
す
る
と
血
糖
値
が
上

が
り
満
腹
感
が
得
ら
れ
る
の
で
食
べ

す
ぎ
が
防
げ
ま
す
。
よ
く
噛
ん
だ
り
、

途
中
で
一
休
み
な
ど
の
工
夫
を
し
て

み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

 
シ
ョ
糖
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。「
シ
ョ
糖
」と
は
砂
糖

の
主
な
成
分
で
す
。
砂
糖
は
お
菓
子

や
ケ
ー
キ
、
飲
料
な
ど
に
多
く
含
ま

れ
て
い
る
の
で
間
食
や
デ
ザ
ー
ト
が

多
い
人
は
要
注
意
で
す
。
「
つ
い
食

べ
て
し
ま
う
…
」
と
い
う
人
は
買
い

置
き
を
し
な
い
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

　
ま
た
、
料
理
に
使
う
砂
糖
、
み
り

ん
、
は
ち
み
つ
な
ど
も
知
ら
な
い
う

ち
に
摂
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

 
脂
質
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
脂
質
と
は
い
わ
ゆ
る
「
油

脂
」
の
こ
と
で
す
。
動
物
性
脂
肪
（
肉

の
脂
身
、
生
ク
リ
ー
ム
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
）
は
、
と
り
過
ぎ
る
と

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や

し
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
要
因

に
も
な
り
ま
す
。
反
対
に
青
背
魚
の

油
や
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
は
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
高
カ
ロ
リ
ー
食
品
で

す
の
で
や
は
り
と
り
過
ぎ
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

は
生
活
習
慣
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き

ま
す
。
生
活
習
慣
を
少
し
で
も
見
直

す
だ
け
で
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
変

え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
が
、
こ
の
機
会
に
今
一
度
、
食
生

活
の
振
り
返
り
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

保健師から

鎌 田 智 子

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た
め
に
〜

体

の

健

康

体

の

健

康

食

事

編

食

事

編

内
臓
脂
肪
を
防
ぐ

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

生
活
習
慣
を見

直
す

過
食
の
防
止

 これまで、洞爺診療所において行っ

ておりました乳幼児の予防接種は、洞

爺診療所の運営見直しのため、今後は

洞爺温泉病院にて実施することになり

ました。９月以降の、集団の予防接種

（ポリオ・二種混合）以外の個別の予

防接種につきましては、洞爺温泉病院

の午後の外来診療時間中に受診・接種

していただくこととなりますので、ご

了承ください。

（洞爺総合支所町民生活課　87－2727）

低エネルギー

腹八分目 １日３食

乳幼児の予防接種は

洞爺温泉病院に変更



　
　
月
も
先
月
に
引
き
継
い
で
、
玉

　
　
ね
ぎ
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

◎
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

◎
中
性
脂
肪
を
下
げ
る

◎
血
栓
を
予
防
す
る

◎
動
脈
硬
化
を
防
ぐ

◎
血
糖
値
を
下
げ
る

◎
心
臓
病
を
予
防
す
る

◎
抗
酸
化
作
用
（
疲
労
回
復
、
ガ
ン

　
を
予
防
す
る
）

　
硫
化
プ
ロ
ビ
ル
を
血
圧
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
低
下
作
用
が
あ
る
ト
リ

ス
ル
フ
ィ
ド
に
変
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
加
熱
調
理
が
ベ
ス
ト
。
加
熱
す

る
15
分
以
上
前
に
刻
ん
で
お
く
と
、

ト
リ
ス
ル
フ
ィ
ド
が
増
え
ま
す
が
、

１
時
間
以
上
放
置
す
る
と
減
る
の
で

注
意
。
血
糖
値
の
高
い
ベ
タ
ベ
タ
血

液
改
善
に
は
生
の
ま
ま
食
べ
ま
す
。

　
み
じ
ん
切
り
に
し
た
り
、
薄
切
り

に
す
る
と
細
胞
が
つ
ぶ
れ
て
成
分
が

損
な
わ
れ
ま
す
。
水
に
さ
ら
さ
な
い

で
食
べ
る
直
前
に
大
き
め
に
切
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
毎
月
20
日
を
締
切
り
と
し
、
30
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡 

村 

宅
　
　
75-

２
７
０
４

役
場
　
産 

業 

課
　
　
74-

３
０
０
５

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

玉
ね
ぎ
の
主
な
効
用

玉
ね
ぎ
の
主
な
効
用

効
果
的
な
食
べ
方

効
果
的
な
食
べ
方

　前浜海域等に生息して

いるウニ、その他の海産

物は漁業者が大切に育て、

資源管理している大切な

財産です。漁業者以外の

人がとることはできません。

とった場合は密漁となり

罰せられますのでご注意

願います。

いぶり噴火湾漁
業協同組合浅海
部会からのお知
らせ

いぶり体験の森づくり
推進事業参加者募集

第３回とうや湖町
花和収穫まつり

第３回とうや湖町
花和収穫まつり

　0144-72-5121　FAX0144-74-0754

胆振森づくりセンター

　この事業は、管内の主要な観光拠点である洞爺湖

周辺の森林景観の保全や、森林の持つ他面的な公益

機能発揮を目的として、手入れを必要とする森林を「ボ

ランティア・児童・生徒や森づくり体験希望者」の皆

さんの手をお借りして、健全な森づくりを進めるも

のです。

 ●日　　時　８月27日（日）・13：00～16：00（小雨決行）

 ●場　　所　三豊の森林

 ●集合場所　洞爺湖文化センター駐車場13：00集合

 ●費用負担　傷害保険については、事務局で負担し

　　　　　　 ますが、現地までの交通費等は自己負

　　　　　 　担になります。

 ●申し込み  参加希望者は、氏名住所電話番号を電

　　　　　　 話又はファクスで申し込む

　この事業は、管内の主要な観光拠点である洞爺湖

周辺の森林景観の保全や、森林の持つ他面的な公益

機能発揮を目的として、手入れを必要とする森林を「ボ

ランティア・児童・生徒や森づくり体験希望者」の皆

さんの手をお借りして、健全な森づくりを進めるも

のです。

 ●日　　時　８月27日（日）・13：00～16：00（小雨決行）

 ●場　　所　三豊の森林

 ●集合場所　洞爺湖文化センター駐車場13：00集合

 ●費用負担　傷害保険については、事務局で負担し

　　　　　　 ますが、現地までの交通費等は自己負

　　　　　 　担になります。

 ●申し込み  参加希望者は、氏名住所電話番号を電

　　　　　　 話又はファクスで申し込む

■と　き　８月27日（日）
　　　　　10：00～14：30
■ところ　レークヒルファーム

　（Ｒ230沿い・ウィンザーホテル入り口）

■牛肉バーベキューセット
　　　　前売り券　1,000円
　　　　当 日 券　1,200円
■チケット取り扱い
　役場産業課・洞爺総合支所・洞爺
　湖温泉支所・とうや湖農協・虻田
　町商工会・いぶり噴火湾漁協など

●野菜の詰め放題
●牧草ロール回し大会
●ピーマンばらまき大会

●野菜の詰め放題
●牧草ロール回し大会
●ピーマンばらまき大会

主催　花和収穫まつり実行委員会
（事務局：役場産業課　74-3005）

いっぱい食べて！いっぱい参加して！いっぱいもらっちゃおー

<イベント><イベント>



　今回は、洞爺地区の洞爺総合支所(町民生活課は次号以降に紹介)を紹介します。総合支所には総務課、商工

観光課、産業建設課があり、主に洞爺地区に関する業務を行なっております。　 0142-82-5111

　こんにちは総合支所の総務課です。総務課は４係

を７人体制で仕事をしています。

　仕事の内容は、総務管財係は、文書収受や本庁と

の連絡調整、消防・防災対策など。

　税務係は、税務諸証明や町税などの出納事務、申

告受付など。

　地域振興係は、住民自治や地域審議会、地域政策

に関することなど。

　出納係は、納税等の取扱いや歳入歳出に係る各会

計の伝票整理などを担当しています。

　こんにちは総合支所の産業建設課です。産業建設

課は３係を６人体制で仕事をしています。仕事の内

容は、農業振興係は、農業の振興に関することを中

心に災害や水利、治山、土地改良事業など。

　土木建築係は、建設機械の維持管理、道路や土木

工事等の許可申請に関することなど。　　

　上下水道係は、上下水道工事の施工管理や施設の

維持管理に関することなど。

　こんにちは総合支所の商工観光課です。商工観光

課は２係を３人体制で仕事をしています。仕事の内

容は、商工観光係は、商工業の振興に関することを

はじめブランド加工研究センターや観光関連施設の

維持管理、泉源に関することなど。

　まちづくり推進係は、まちづくり整備事業の推進

や調査、調整に関することなどです。

総務課のスタッフです。前列中央に白石支所長、前列右に

天野課長補佐、前列左は中谷主事、後列左より末永係長、

佐久間主事、西代係長、八子主査

産業建設課のスタッフです。前列中央村上課長、前列右山

崎課長補佐、前列左小林主査、後列左より大西主事、春名

主事、林主事

商工観光課のスタッフです。中央に村上課長、左に藤川課

長補佐、右に吉崎主査

のしごとシリーズ

総 合 支 所

総 務 課

総 合 支 所

産業建設課

総 合 支 所

産業建設課



社会教育です社会教育です

　役場庁舎町民ロビーを利用し、

毎月１回、絵画・写真・彫刻など

の作品展を行っています。

　今月は洞爺町に在住している鈴

木孝さんの切り絵展を行いますの

でご覧ください。

　期間は８月21日（月）から９月１

日（金）までの土・日を除く、午前

９時から午後６時までです。

期　日　９月３日（日）～10月29日

　　　　（日）毎週日曜日

　　　　午後６時～８時

場　所　あぶた体育館（高砂町18）

対　象　小学５年生以上

参加料　800円（ボール代）

持ち物　ラケットをお持ちの方は

　　　　ご持参ください。

※ラケットは連盟でも用意してい

　ます。

　ジュニア用もあります。

指　導　洞爺湖町ソフトテニス連

　　　　盟会員

受　付　当日午後６時よりあぶた

　　　　体育館にて行います。

主　催　洞爺湖町ソフトテニス連

　　　　盟

日　時　８月26日（土）

受　付　午後12時30分～

会　場　洞爺湖町民プール（虻田

　　　　小学校横）

種　目 ビート板キック／自由型

　　　　／背泳ぎ／平泳ぎ／バタ

　　　　フライ／個人メドレー／

　　　　メドレーリレー／フリー

　　　　メドレー

競技方法　すべてタイムレース決勝

　　　　とします。

種　別　男女別／小学１～２年生

　　　　／小学３～４年生／小学

　　　　５～６年生／中学生／一

　　　　般

※申込み用紙は各小中学校・洞爺

　湖町民プールにありますので、

　８月22日（火）までに町民プール

　に提出して下さい。一般参加者

　は当日会場で

　受付します。

＜一　般＞白州次郎　占領を背負った男（北康利）▽ヤン

キーの子どもがわからない親たちへ（義家弘介）▽おかし

いぞ！警察、検察、裁判所（魚住昭ほか）▽受命（箒木▽こ

の国のけじめ（藤原正彦）▽家族の痕跡（斉藤環）蓬生）▽

さらば、大遺言（森繁久彌）▽せつないカモメ（高樹のぶ子）

▽周極星（幸田真音）▽しいちゃん日記（群ようこ）▽老い

らくの花（小沢昭一）▽焼きそばうえだ（さくらももこ）▽

銀色の翼（佐川光晴）▽ドラママチ（角田光代）▽典子44歳

いま、伝えたい（白井のり子）

＜児童書＞▽ふわふわくもパン（ぺク・ヒナ）▽イサナと

不知火のきみ（たつみや章）▽きっずジャポニカ（小学館）

▽知りたい！なりたい！職業ガイドパート８▽かわいい

ハムスターの絵本（全８巻）

＜一　般＞▽明日の記憶（萩原浩）▽秋の森の奇跡（林真

理子）▽あきらめない（鎌田實）▽悠吾よ！明日のふるさ

と人へ（小宮山量平）▽火の山　山猿記＜上・下＞（津島佑子）

▽人は何でいきるのか　トルストイの散歩（レフ・トルス

トイ）▽沈黙のはてに（アラン・スラットン）▽今夜は心だ

け抱いて（唯川惠）▽ダ・ヴィンチ・コード＜上・中・下＞（ダ

ン・ブラウン）▽あなたのためにいのちをささえるスープ（辰

巳芳子）▽行き方（稲盛和夫）▽世界を見る目が変わる50

の事実（ジェシカ・ウィリアムズ）▽心の科学（中山和彦）

▽あした笑顔になあれ（水谷修）▽平成大合併がわかる日

本地図（朝日新聞社）

＜児　童＞▽新十津川物語全10巻（川村たかし）▽最後の

狩人（ニコラ・ヴァニエ）

■あぶた読書の家　　76-2100 ■みずうみ読書の家 　75-4702

あぶた読書の家
８月の休館日 10日・17日・24日・31日

「鈴木孝作品展～ビエ
ンナーレ切り絵展～」

ソフトテニス
初心者教室

第17回洞爺湖町
水泳競技大会

イベント・催し物イベント・催し物

町 内 行 事町 内 行 事



　
洞
爺
診
療
所
を
運
営
し
て
い
る
洞

爺
温
泉
病
院
は
、
医
療
制
度
改
革
・

診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
、
当
診
療
所

の
入
院
病
床
な
ど
の
運
営
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
入

院
病
棟
は
８
月
末
を
も
っ
て
休
止
し
、

外
来
診
療
に
つ
い
て
は
午
前
中
の
み

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
は
今
後
と
も
、
介
護
保

険
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
医
療
・
福
祉
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
洞
爺
総
合
支
所
町
民
生
活
課

　
　
87-

２
７
２
７

　
総
務
省
で
は
、
洞
爺
地
区
で
欠
員

と
な
っ
て
い
た
行
政
相
談
委
員
に
近

藤
利
男
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
洞
爺
湖
町
に
は
、
虻
田
地

区
に
南
繁
美
さ
ん
が
委
嘱
を
う
け
て

お
り
、
２
名
体
制
で
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
と
皆
さ
ん
の
間
に
立
っ
て
、

問
題
解
決
を
促
進
す
る
の
が
行
政
相

談
委
員
の
仕
事
で
す
。
口
頭
、
電
話
、

手
紙
な
ど
お
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員

●
近
藤
利
男
さ
ん
（
洞
爺
町
36-

２

　
　
82-

５
４
０
９
）

●
南
　
繁
美
さ
ん
（
高
砂
町
56-

３
　

　
　
76-

３
５
３
７
）

　
今
年
も
夏
の
時
期
、
湖
で
泳
い
だ

り
、
水
遊
び
し
た
り
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
遊
泳
場
所
が
あ
る
洞
爺
地
区
の
５

箇
所
（
洞
爺
少
年
自
然
の
家
前
・
洞

爺
公
民
館
裏
・
法
照
寺
前
・
近
藤
宅

前
・
青
葉
川
前
）
で
７
月
11
日
に
湖

水
の
水
を
採
取
し
て
水
質
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
湖
水
の
水

質
は
５
箇
所
と
も
湖
水
浴
を
す
る
の

に
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
河
川
及
び
河
口
付
近
は

生
活
雑
排
水
な
ど
が
流
入
し
て
お
り
、

遊
泳
な
ど
の
際
は
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

洞
爺
総
合
支
所
総
務
課

82-

５
１
１
１

　
急
病
人
や
け
が
人
を
正
し
く
救
助

し
て
、
救
急
隊
員
や
医
師
な
ど
に
引

き
継
ぐ
ま
で
の
応
急
手
当
の
知
識
や

技
術
を
多
く
の
方
に
習
得
し
て
し
た

だ
く
講
習
会
で
す

日
　
　
時
　
10
月
21
日（
土
）・
22
日

　
　
　
　
　（
日
）・
28
日（
土
）・
29
日

　
　
　
　
　（
日
）の
４
日
間
　
午
前

　
　
　
　
　
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　 

（
21
日
の
み
午
後
１
時
〜

　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で
）

場
　
　
所
　
伊
達
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
　
象
　
15
歳
以
上

受 

講 

料   

無
料
（
教
材
費
と
し
て

           

３
、
０
０
０
円
）

締
め
切
り
　
９
月
11
日（
月
）〜
10
月

　
　
　
　
　
６
日（
金
）

問
合
せ
先
　
日
赤
伊
達
地
区
（
伊
達

　
　
　
　
　
市
役
所
社
会
福
祉
課
社

　
　
　
　
　
会
係
・
23-

３
３
３
１
）

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
資
格
要
件
に
、
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
制
度
を
導
入
し
、

次
の
と
お
り
全
道
統
一
試
験
を
行
い

ま
す
。(

日
本
下
水
道
協
会
北
海
道
地

方
支
部
に
委
託
し
て
実
施)

　
な
お
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、

受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

試 

験 

日
　
11
月
８
日（
水
）

         
 

13
時
30
分
〜

場
　
　
所
　
札
幌
市
、
苫
小
牧
市
、 

　
　
　
　
　
室
蘭
市
ほ
か

試
験
講
習
　
10
月
に
同
会
場
で
開
催

手 

数 

料
　
受
験
料
４
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
込
）
３
、
０
０
０
円

受
付
期
間
　
９
月
１
日（
金
）〜
12
日

　
　
　
　
　（
火
）た
だ
し
土
・
日
曜

　
　
　
　
　
日
は
除
く
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
（
正
午

　
　
　
　
　
〜
午
後
１
時
は
休
み
）

問
合
せ
先
　
役
場
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　（
　
74-

３
０
０
８
）
ま

　
　
　
　
　
で

informationinformation

お
知
ら
せ

洞
爺
診
療
所
の
病
床

休
止
等
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
　

行
政
相
談
委
員

洞
爺
湖
水
質
調
査
の

結
果
に
つ
い
て

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
要
請

講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
含
む
）

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
社
試
験

心
か
ら

 

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

故米坂春彦さん
■６月10日死去
■88歳■遺族はふ
志江さん■虻１区

故白岩ツジヱさん
■６月４日死去
■92歳■遺族は勲
さん■清水区

故本田芙三子さん
■６月４日死去
■63歳■遺族は興
源さん■虻６区

故齊藤文明さん
■５月28日死去
■57歳■遺族は吉
明さん■虻１区

故吉尾　力さん
■５月31日死去
■69歳■遺族は美
智子さん■青２区



　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
法

務
省
人
権
擁
護
局
は
、
８
月
28
日（
月
）

か
ら
９
月
３
日（
日
）ま
で
を
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化

週
間
」
と
定
め
、
特
設
電
話
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
い
じ
め
、
体
罰
、

虐
待
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。
時
間
は
、
午
前

８
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
土
・
日
は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）
で
、
電
話

は
０
５
７
０-

０
７
０-

１
１
０
で
す
。

　
な
お
強
化
週
間
以
外
で
も
、
同
じ

電
話
番
号
で
平
日
相
談
も
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局
総
務
課

（
　
０
１
４
３-

22-

５
１
１
１
）

　
現
在
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
更
新
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。
更
新
手
続
き
の
案

内
文
書
等
を
通
院
先
の
医
療
機
関
又

は
室
蘭
保
健
所
で
受
け
取
り
、
関
係

書
類
を
添
え
て
室
蘭
保
健
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
更
新
期
間
　
７
月
〜
９
月
末（
平
日
）

・
提
出
先
　
北
海
道
室
蘭
保
健
所（
室

蘭
市
幸
町
９
番
11
号
／
　
０
１
４
３-

24-

９
８
４
３
保
健
予
防
係
）

　
平
成
21
年
５
月
か
ら
始
ま
る
裁
判

員
制
度
の
理
解
を
図
る
た
め
、
模
擬

裁
判
の
実
演
を
し
な
が
ら
裁
判
員
裁

判
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。

と
　
　
き
　
10
月
11
日（
木
）午
後
１

　
　
　
　
　
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
　
　
所
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭

　
　
　
　
　
支
部
３
階
１
号
法
廷

申
込
期
間
　
８
月
15
日（
火
）か
ら
９

　
　
　
　
　
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
　
　
　
　
４
時
（
土
・
日
不
可
）

　
　
　
　
　
電
話
で
の
申
し
込
み

申
込
み
先
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭

　
　
　
　
　
支
部
市
民
講
座
担
当
係

（
　
０
１
４
３-

44-

６
７
３
３
）

　
お
話
と
実
際
に
体
を
動
か
し
て
の

実
践
活
動
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
　
８
月
23
日
（
水
）
午
後
１

　
　
　
　
　
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
　
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
参
加
無
料

講
　
師
　
　
室
蘭
保
健
所
所
長
　

　
　
　
　
　
荒
田
吉
彦
先
生

　
　
　
　
　
同
保
健
所
健
康
運
動
指

　
　
　
　
　
導
士
　
重
田
康
成
先
生

主
　
催
　
　
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ

　
　
　
　
　
ー
ク
洞
爺
湖

と
　
　
き
　
８
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
街
頭
音
楽
パ
レ
ー
ド
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
午
後
１
時
50
分（
洞
爺
湖
温

　
泉
市
街
地
）

・
総
決
起
大
会
　
午
後
２
時
〜
午
後

　
２
時
50
分  (

会
場
・
洞
爺
湖
温
泉

　
文
化
セ
ン
タ
ー)

・
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
　
午
後
３

　
時
〜
午
後
４
時
（
会
場
・
洞
爺
湖

　
温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
）

問
合
せ
先
　
住
民
課
住
民
・
交
通
防

　
　
　
　
　
犯
係
　
74-

３
０
０
２

主
　
　
催
　
胆
振
西
部
４
市
町
防
犯
・

　
　
　
　
　
交
通
安
全
心
と
心
の
ふ
れ

　
　
　
　
　
あ
い
運
動
推
進
協
議
会

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

<

寄
付
・
物
品>

▼
銀
嶺
ク
ラ
ブ

▼
大
友
靖
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

特
設
電
話
相
談
所
開
設

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
　

特
定
疾
患
更
新
申
請

第
３
回裁

判
所
市
民
講
座

「
防
犯
・
交
通
安
全
心
と
心

の
ふ
れ
あ
い
運
動
」大
会

健
康
と
運
動
の
講
演
会

〜

私
も
あ
な
た
も
健
康
い
ち
ば
ん
〜

寄

　

付

　子育て中のおかあさん、毎日家事や育児に大変
ですよね。そんなおかあさん達を応援する「はつら
つママの子育てセミナー」を下記の日程で行います。
　今年は子どもの成長に大切な『歯の話し』や『食育』、
おかあさん同士の仲間づくりとリフレッシュに『フ
ラワーアレンジメント』や『革細工』など計６回の
講習を予定しています。対象は町内に在住する概
ね０～３才のお子さまをもつおかあさんと、これ
からママになる妊婦さんも参加できます。
　当日は託児もいたしますので、気軽にご参加く
ださい。

※フラワーアレンメント（500円）革細工（200円）の
　材料費がかかります。
※町民カレッジのパスポートをお持ちの方は忘れ
　ずに!!
※申込み締め切りは、８月31日（木）。
　申し込み・問い合せ
　子育て支援センター 　 76－2008
　健康福祉センター　 　 76－4006まで

９月５日（火）
ＡＭ10：00～11：30
健康福祉センターさわやか

９月12日（火）
ＡＭ10：00～11：30
健康福祉センターさわやか
９月27日（水）
ＡＭ10：00～11：30
健康福祉センターさわやか

10月２日（月）
ＡＭ10：00～11：30
健康福祉センターさわやか
10月12日（木）
ＡＭ10：00～11：30
健康福祉センターさわやか

10月17日（火）
ＡＭ10：00～11：30
健康福祉センターさわやか

フラワーアレンジメント
青山　美千子

乳幼児の事故と救助法
西胆振消防組合
洞爺湖消防署救急担当者

食育について
健康福祉センター栄養士

革細工でコースター作り
健康福祉センター保健師

子どもの歯のはなし
伊藤歯科　伊藤　善廣

ママのおしゃべり
ティータイム

日時・場所 テーマ・講師

子育てセミナー気軽に参加を
町民カレッジ対象事業

故玉掛弘子さん
■６月18日死去
■75歳■遺族は昭
二さん■虻５区

故広瀬　薫さん
■６月23日死去
■67歳■遺族は知
津子さん■温５区

故高橋　勉さん
■６月25日死去
■75歳■遺族は玲
子さん■虻８区

故石垣照代さん
■６月16日死去
■63歳■遺族は隆
雄さん■緑沢

故大友幸男さん
■６月22日死去
■69歳■遺族は雅
子さん■虻２区

故寺島マスさん
■６月14日死去
■89歳■遺族は義
幸さん■虻４区



広
報
と
う
や
湖
発
行
日
　
平
成
18
年
８
月
10
日

通
巻
／
第
５
号

８月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の 行 事 予 定

■連絡先
洞爺湖町健康福祉センター
　76－4006(健康指導係)
ふれ愛センター
　87－2727(保健衛生係)

 男 …… 5,237人  （△４）
 女 …… 5,943人  （△10）
 計 ……11,180人  （△14）
 世帯 … 5,368世帯（△３）

人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成18年６月30日現在）
前月比

▽洞爺湖温泉夏まつり、洞爺夏まつりと短い北

海道の夏を楽しもうと多くの人で賑わいました。

　また、イベント型と地域密着型という対照的

なスタイルもおもしろかったです。今月は花和

地区で収穫祭りが開催されます。初秋の匂いを

感じながら牛肉のバーべキューに舌鼓を打つの

はいかがでしょうか。▽野球部の活躍が目立ち

ましたが、特に今年から硬式野球部として社会

人野球に参戦した幸清会の活躍は素晴らしいの

ひとことです。都市対抗野球に出場し、洞爺湖

町の名前を全国にアピールする日も、もしかし

たらそんなに遠くないかもしれません。ガンバ

レ幸清会野球部！　　　　　　　　　（Ｈ・Ｏ）

洞爺湖温泉で行われた王位戦のイベントで女流棋士と対戦する小中学生洞爺湖温泉で行われた王位戦のイベントで女流棋士と対戦する小中学生

<「さわやか」トレーニングルーム一般開放>
火・木・土曜日
　　　　午後１時～午後８時30分
日曜日　午前10時～午後５時30分

<洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放>
月～金曜日
　　午前８時45分～午後５時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。＊原則的に中学生以下はご利用になれません。

保育所開放 乳 児 健 診

親子ふれあい
遊び

健康づくり
ウォーキング
会

８月25日
午前10時～
11時30分

本町保育所
洞爺湖町健康
福祉センター

洞爺湖町健康
福祉センター

８月18日（金）
午前10時～
11時30分

８月31日（木）
午後１時～
１時30分

８月25日（金）

名 称 日 時 会 場 名 称 日 時 会 場
行 事 予 定 健 康 診 断 ・ 予 防 接 種

◆一般健康相談／９月12日（火）（ふれ愛）

◆フッ素塗布／９月14日（木）(さわやか)・９月26日（火）（ふれ愛）

◆親子ふれあい遊び／９月15日（金）（さわやか）

◆ポリオ予防接種／９月21日（木）（さわやか）

◆保育所開放／９月22日（金）（本町保育所）・９月29日（金）（入江保育所）

◆健康づくりウォーキング会・黒松内ブナの森ウォーク／９月24日（日）

９
月
の
予
定




